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紙面の都合上、一部の内容しか掲載することが出
来ません。私のＨＰでは日記をほぼ毎日更新してい
ますのでぜひご覧下さい。
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　「日記で綴る県政報告Ｖｏｌ．３１」をお届けします。今回
は様々な行事への出席など議員としての活動の一端を
紹介すると共に、２月定例愛知県議会の初日に上程さ
れた「令和７年度当初予算」の一部の項目を紹介しま
す。２月定例愛知県議会はそれ以降、代表質問・議案質
疑・委員会などが開催されましたが、それらの内容につ
いては紙面の都合上、次回発行の「県政報告Ｖｏｌ．３２」
でお知らせ致します。ぜひともご一読頂き、県政を少し
でも身近に感じて頂けたら幸いです。

日から３月２４日（月）まで３６日間の会期で２月定
例愛知県議会が開会しました。
 

　大村知事による議案の提案説明は文字数２５０００字、Ａ４
の紙で４７ページ、１時間を超える演説です。
 

◎「ＡＰＭネコバス」の運行や公園北側駐車場整備などジ
ブリパーク関連の公園整備
◎ジブリパークを核とした周遊観光の促進
◎愛知万博２０周年記念事業「愛・地球博２０祭」の開催
◎ＰＦＩ手法による「ＳＴＡＴＩＯＮ Ａｉ」の運営
◎「Ｓｕｓｈｉ Ｔｅｃｈ Ｔｏｋｙｏ２０２５」への出展
◎「ＳＴＡＴＩＯＮ Ａｉ」内での「あいち創業館」の運営
◎海外スタートアップ支援機関との連携推進
◎愛知のスタートアップ・エコシステムを世界に発信す
る「Ｔｅｃｈ ＧＡＬＡ Ｊａｐａｎ」の開催
◎イノベーションプロジェクト（農業・デジタルヘルス・環
境・モビリティ・スポーツ）の推進

◎「ＩＧアリーナ」の開業式典とオープニングイベントの
開催

◎「ＩＳＵグランプリファイナル国際フィギュアスケート競
技大会２０２５」の開催支援

◎東京ガールズコレクションと連携したファッション
ショー「あいち・なごやＦＡＳＨＩＯＮ ＤＡＹＳ」の開催
◎リニア中央新幹線の推進
◎中部国際空港の機能拡充
◎国際産業展示会の開催支援
◎「ツーリズムＥＸＰＯジャパン２０２５愛知・北陸中部」の開
催支援

◎矢作川流域上下水道一本化に向けた検討調査など
カーボンニュートラルの実現
◎大型水素ステーションの整備に向けた適地調査など
水素の社会実装の推進

◎「ラーケーションの日」の円滑な実施に向けた校務支
援人の配置など休み方改革の推進
◎市町村が行う柔軟な保育士配置への支援、３歳未満
児の保育料の無料化・軽減対象の第二子以降への拡
大など少子化対策の推進
◎公共ライドシェアの立上げ支援など人口問題対策の
推進
◎鉄道事業者が行う鉄道施設の耐震・浸水対策への支援
◎スタートアップを活用した市町村のまちづくりへの支援
◎自動運転の定期運行
◎「Ｗｏｒｌｄ Ｒｏｂｏｔ Ｓｕｍｍｉｔ ２０２５ ＡＩＣＨＩ」と「高校生ロ
ボットＳＩリーグ」の同時開催
◎産学官の共同研究活性化支援など次世代バッテリー
産業の支援
◎「産業競争力強化減税基金」を活用した産業振興と雇
用の維持・創出
◎中小企業のＢＣＰ策定支援
◎「あいち型産地パワーアップ事業費補助金」による農
業施設整備やスマート農業機械の導入支援
◎鳥インフルエンザや豚熱の感染防止対策の実施
◎ＰＲ効果の高いモデル的な施設の木造・木質化支援
◎漁業振興のための干潟・浅場の造成、貝類増殖場の
整備
◎中学校第１学年の３５人学級の実施
◎中高一貫校・フレキシブルハイスクール・夜間中学の
開校
◎児童生徒一人一台タブレット端末更新の支援
◎校内フリースクールに支援員を配置する市町村への
補助制度創設
◎教員業務支援員を配置する私立幼稚園への補助制
度創設
◎児童養護施設退所児童の自立支援、子ども食堂への
支援拡充
◎三河地区の一時保護所の移転整備
◎介護従事者の確保、介護施設等の整備推進
◎特別支援学校の整備
◎強度行動障害のある人と家族への支援体制整備
◎障害者グループホームの運営指導体制の強化
◎感染症まん延時に備えた県内医療機関が使用する個
人防護具の段階的な備蓄
◎ＭＤアンダーソンがんセンターとの連携、新がんセン
ター整備に向けたＰＦＩ導入準備
◎保護犬・保護猫の譲渡を推進する施設の基本構想調査
◎技能五輪全国大会・全国アビリンピックの開催、技能
五輪国際大会の開催準備
◎外国人材の確保支援

◎条例制定に向けた検討などカスタマーハラスメント
防止対策の推進
◎「あいち女性輝きカンパニー」のＰＲ
◎「愛知県ファミリーシップ宣誓制度」の普及啓発
◎オーストラリア・ビクトリア州、中国・江蘇省との友好提
携４５周年記念事業の実施
◎大阪・関西万博での愛知・名古屋の魅力発信
◎外国人児童生徒に対応する小中学校教員の配置拡充
◎大規模災害発生時に外国人被災者の情報を収集・共
有する仕組みの検討
◎国際芸術祭「あいち２０２５」の開催
◎「発酵食文化」の振興と魅力発信
◎愛知県基幹的広域防災拠点の整備推進
◎大規模地震に備えた被災者支援緊急パッケージの新設
◎ペット同行避難対策推進マニュアルの作成
◎ＡＩを活用した捜査システム導入
◎警察署の整備（半田、一宮、瀬戸、大府、稲沢、常滑）
◎ＥＶ・ＰＨＶ・ＦＣＶの導入支援
◎ＥＶ・ＰＨＶ・ＦＣＶを対象とした「自動車税種別割の課税
免除制度」の２年間延長
◎集合住宅等へのＥＶ・ＰＨＶの充電設備の導入支援
◎時習館高校での中高一貫校整備、豊橋工科高校での
夜間中学設置、御津あおば高校でのフレキシブルハ
イスクール設置など多様な学校づくりの推進
◎豊橋浄水場の整備や県営住宅の建替えなどでのＰＦＩ
方式の導入
◎重要文化財である愛知県本庁舎の銅板屋根の全面
ふき替え
◎アジア・アジアパラ競技大会の推進
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1.17 刈谷警察署感謝状贈呈式　「自発的な行動が大切」金
和７年刈谷警察署感謝状贈呈式』に来賓として
出席しました。様々な分野で活躍された１００団
体と５６名の個人が受賞されました。

 
　「今日、１月１７日は阪神淡路大震災からちょうど３０年で
す。あの震災を機に国民の間でボランティアといった意識

『令 が芽生え１９９５年はボランティア元年とも呼ばれていま
す。ボランティアには自発的にといったニュアンスも含ま
れています。
 
　警察も市役所も交通安全対策・防犯対策・青少年の健
全育成対策をハード面・ソフト面様々取り組んでいます
が、一番大切なのはそういったことに対する市民の意識の
高まり、そしてその意識に裏付けられた自発的な行動では
ないでしょうか。
 
　その自発的な行動をそれぞれの地域・職場・団体でリー
ドしておられるのがここにお集りの皆様です。皆様の益々
のご活躍により、刈谷市が更に安全安心なまちになること
を祈念します。」・・・来賓としてこのような主旨で挨拶をさ
せて頂きました。

1.26 福祉・防犯・防災・子育て支援において「地域のつながり」を日
地区ふくし連絡会主催による『つながりのある地
域づくりに役立つ講演会』に出席しました。
 

　講演は３部構成で、第１部は亀城小学校５年生のOさん。
夏休みの自由研究で「幸せについて」研究。その内容をパワ
ポイントを使って堂々と立派に話をされました。「自分の幸
せのコップが満たされていないと、他人の幸せのコップを
満たすのは難しい」の言葉が印象的でした。
 
　第２部は刈谷中央地域包括支援センターの皆様による

熊 『地域包括支援
センターの活
動内容』と『認
知症支援につ
いて』の講話。
そして第３部は
参加者が４つの
テーブルに分
かれて地域ケア会議（グループミーティング）で皆さんの声
を出し合いました。

　アジア競技大会はアジア最大のスポーツの祭典で、４
５か国と地域が参加するオリンピックのアジア版といっ
たイメージの一大イベントです。

　大会期間はアジア競技大会が２０２６年９月１９日（土）
～１０月４日（日）までの１６日間。アジアパラ競技大会は２
０２６年１０月１８日（日）～１０月２４日（土）までの７日間で、
刈谷市では総合運動公園内施設が競技会場となり、
サッカー（競技）・バスケット（練習）・車いすラクビー（パ
ラ・競技＋練習）が開催されます。

　現在その大会において活躍頂くボランティアを募集
しています。一日からの活動もＯＫです。関心のある方
は「神谷まさひろ事務所０５６６－２３－０３４４」までお問
合せ下さい。

アジア競技大会・アジアパラ競技大会の
ボランティアを募集しています！
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2.6
タートアップの祭典「ＴｅｃｈＧＡＬＡ Ｊａｐａｎｅ２０２
５」に伺いました。これは、愛知県や名古屋市、大
学、企業が連携して開催するテクノロジーの祭

典です。
 
　今年のテーマは「未来を創るテクノロジーと社会」。生成
ＡＩ、ロボティクス、宇宙開発、再生可能エネルギー、メタ
バース、バイオテクノロジーなど、多岐にわたる分野の展示
やセッションが企画されています。４日～５日は名古屋市の
中日ビルを中心とした栄地区において、そして本日は鶴舞
のＳＴＡＴＩＯＮ Ａｉを会場にして開催されました。
 
　会場までの交通手段は名古屋駅前スパイラルタワーか
ら自動運転のレベル２での実証実験をしている「あいち自
動運転シャトル」を利用しました。
 
　先日、桑名市での自動運転実証実験に乗車した時は小型

バスによる郊外での
運行、最高速度は３５
Ｋｍという設定でした
が、今回は交通量の
多い名古屋市内で最
高速度は４９Ｋｍまで
出ていました。但し、

スタートアップの祭典に参加　イノベーションを起こすキーワードは「予期せぬ幸運な出会い」木
道路工事をしている
場所や高速道路の降
り口付近では運転手
が「介入」していまし
たから、レベル４での
運行までにはまだま
だ課題があるように
思いました。そして何より、自動運転とは言っても万が一に
備えて運転手がいるかどうかは、安心感の点で大きな差が
あります。運転者がいなくても、この「安心感」を如何に感じ
て貰えるかが次のステップに向けての課題だと思います。
 
　そして会場に入ると歩くことも苦労するほど大勢の人で
賑わっていました。しかもそれらの人々の新しいことに挑戦
をするという熱気で溢れていました。イノベーションを起こ
すキーワードは「セレンディピティ（予期せぬ幸運な出会
い）」だと言われていますが、正にＳＴＡＴＩＯＮ　Ａｉはセレン
ディピティを起こすチャンスが山盛りの空間だと思います。
 
　ＴｅｃｈＧＡＬＡ Ｊａｐａｎｅ２０２５の開催により、参加者の皆さ
んが新しい技術や知識を得ることにより、オープンイノ
ベーションや新しい何かを生み出したり、加速するきっかけ
や起爆剤になることを期待しています。

ス

2.17
日から３月２４日（月）まで３６日間の会期で２月定
例愛知県議会が開会しました。
 

　大村知事による議案の提案説明は文字数２５０００字、Ａ４
の紙で４７ページ、１時間を超える演説です。
 

２０２５年度の当初予算は
一般会計 ２兆９,４１３億余円
特別会計 １兆２,６８２億余円
企業会計 ２,３４９億余円
合わせて４兆４，４４４億余円となります。このうち、一般会計の
予算規模は、２０２４年度当初予算に対し１０５．２％となります。

２月定例愛知県議会　２０２５年当初予算は『Ｍａｋｅ Ａｉｃｈｉ Ｇｒｅａｔ』予算月

今

◎「ＡＰＭネコバス」の運行や公園北側駐車場整備などジ
ブリパーク関連の公園整備
◎ジブリパークを核とした周遊観光の促進
◎愛知万博２０周年記念事業「愛・地球博２０祭」の開催
◎ＰＦＩ手法による「ＳＴＡＴＩＯＮ Ａｉ」の運営
◎「Ｓｕｓｈｉ Ｔｅｃｈ Ｔｏｋｙｏ２０２５」への出展
◎「ＳＴＡＴＩＯＮ Ａｉ」内での「あいち創業館」の運営
◎海外スタートアップ支援機関との連携推進
◎愛知のスタートアップ・エコシステムを世界に発信す
る「Ｔｅｃｈ ＧＡＬＡ Ｊａｐａｎ」の開催
◎イノベーションプロジェクト（農業・デジタルヘルス・環
境・モビリティ・スポーツ）の推進
◎「ＩＧアリーナ」の開業式典とオープニングイベントの
開催

◎「ＩＳＵグランプリファイナル国際フィギュアスケート競
技大会２０２５」の開催支援
◎東京ガールズコレクションと連携したファッション
ショー「あいち・なごやＦＡＳＨＩＯＮ ＤＡＹＳ」の開催
◎リニア中央新幹線の推進
◎中部国際空港の機能拡充
◎国際産業展示会の開催支援
◎「ツーリズムＥＸＰＯジャパン２０２５愛知・北陸中部」の開
催支援
◎矢作川流域上下水道一本化に向けた検討調査など
カーボンニュートラルの実現
◎大型水素ステーションの整備に向けた適地調査など
水素の社会実装の推進

◎「ラーケーションの日」の円滑な実施に向けた校務支
援人の配置など休み方改革の推進

◎市町村が行う柔軟な保育士配置への支援、３歳未満
児の保育料の無料化・軽減対象の第二子以降への拡
大など少子化対策の推進

◎公共ライドシェアの立上げ支援など人口問題対策の
推進

◎鉄道事業者が行う鉄道施設の耐震・浸水対策への支援
◎スタートアップを活用した市町村のまちづくりへの支援
◎自動運転の定期運行
◎「Ｗｏｒｌｄ Ｒｏｂｏｔ Ｓｕｍｍｉｔ ２０２５ ＡＩＣＨＩ」と「高校生ロ
ボットＳＩリーグ」の同時開催
◎産学官の共同研究活性化支援など次世代バッテリー
産業の支援

◎「産業競争力強化減税基金」を活用した産業振興と雇
用の維持・創出

◎中小企業のＢＣＰ策定支援
◎「あいち型産地パワーアップ事業費補助金」による農
業施設整備やスマート農業機械の導入支援

◎鳥インフルエンザや豚熱の感染防止対策の実施
◎ＰＲ効果の高いモデル的な施設の木造・木質化支援
◎漁業振興のための干潟・浅場の造成、貝類増殖場の
整備

◎中学校第１学年の３５人学級の実施
◎中高一貫校・フレキシブルハイスクール・夜間中学の
開校

◎児童生徒一人一台タブレット端末更新の支援
◎校内フリースクールに支援員を配置する市町村への
補助制度創設

◎教員業務支援員を配置する私立幼稚園への補助制
度創設

◎児童養護施設退所児童の自立支援、子ども食堂への
支援拡充

◎三河地区の一時保護所の移転整備
◎介護従事者の確保、介護施設等の整備推進
◎特別支援学校の整備
◎強度行動障害のある人と家族への支援体制整備
◎障害者グループホームの運営指導体制の強化
◎感染症まん延時に備えた県内医療機関が使用する個
人防護具の段階的な備蓄

◎ＭＤアンダーソンがんセンターとの連携、新がんセン
ター整備に向けたＰＦＩ導入準備
◎保護犬・保護猫の譲渡を推進する施設の基本構想調査
◎技能五輪全国大会・全国アビリンピックの開催、技能
五輪国際大会の開催準備

◎外国人材の確保支援

◎条例制定に向けた検討などカスタマーハラスメント
防止対策の推進
◎「あいち女性輝きカンパニー」のＰＲ
◎「愛知県ファミリーシップ宣誓制度」の普及啓発
◎オーストラリア・ビクトリア州、中国・江蘇省との友好提
携４５周年記念事業の実施
◎大阪・関西万博での愛知・名古屋の魅力発信
◎外国人児童生徒に対応する小中学校教員の配置拡充
◎大規模災害発生時に外国人被災者の情報を収集・共
有する仕組みの検討
◎国際芸術祭「あいち２０２５」の開催
◎「発酵食文化」の振興と魅力発信
◎愛知県基幹的広域防災拠点の整備推進
◎大規模地震に備えた被災者支援緊急パッケージの新設
◎ペット同行避難対策推進マニュアルの作成
◎ＡＩを活用した捜査システム導入
◎警察署の整備（半田、一宮、瀬戸、大府、稲沢、常滑）
◎ＥＶ・ＰＨＶ・ＦＣＶの導入支援
◎ＥＶ・ＰＨＶ・ＦＣＶを対象とした「自動車税種別割の課税
免除制度」の２年間延長
◎集合住宅等へのＥＶ・ＰＨＶの充電設備の導入支援
◎時習館高校での中高一貫校整備、豊橋工科高校での
夜間中学設置、御津あおば高校でのフレキシブルハ
イスクール設置など多様な学校づくりの推進
◎豊橋浄水場の整備や県営住宅の建替えなどでのＰＦＩ
方式の導入
◎重要文化財である愛知県本庁舎の銅板屋根の全面
ふき替え
◎アジア・アジアパラ競技大会の推進

1.28
桜町のスペースＡｑｕａで行われた刈谷市都心交
流エリア活性化協議会ワークショップに出席しま
した。

　市役所の方から『グリーンモール（刈谷駅北口～刈谷街
道踏切）の整備について』説明がありました。これはＪＲ刈谷
駅改良工事（愛知県も補助金を出しています）に伴う線路
用地の拡幅に伴い、道路の改良工事（刈谷市施行）とフェン
スの移設工事をするものです。

ＪＲ刈谷駅ホーム拡幅に関連して線路用地が北側に広がります火

南

【整備内容】
◎線路境界のフェンスを道路側（北側）へ移設
◎南側歩道をなくして、北側歩道が路線的につながるよう
に整備
◎車道・歩道の舗装の種類を変更
　車道　インターロッキング⇒通常のアスファルト
　歩道　インターロッキング⇒平板ブロック　　
◎歩道と車道の間にガードパイプを設置⇒景観に配慮し
た色と形のものを使用

【実施時期】
◎令和７年４月頃～令和７年７月頃
 
【交通規制】
◎工事は９時から１７時の間で規制を行い、それ以外の時
間は開放する
◎車道・・・通行止め
◎歩行者・・・工事中も通行できるように施工を進める

2.4
知県企業庁から「刈谷依佐美地区の第２期工業
用地」開発計画の概要が示されました。
 

◎所在地　刈谷市高須町及び半城土町地内
◎開発面積　２５．６ｈａ
◎分譲面積　１９．０ｈａ
◎事業期間　２０２４年度～２０３２年度（予定）
◎建築物等の用途　製造業を営む工場又はこれに関連す

る研究開発施設
◎今後の予定　２０２５年度　詳細決定
　　　　　　　２０２７年度　造成工事発注
　　　　　　　２０３２年度　造成工事完了予定
 
　尚、参考までに依佐美地区１期の概要は・・・
開発面積１４．９ｈａ（分譲面積１１．３ｈａ、全１１区画完売【８社】）
事業期間は２０１７年度～２０２１年度でした。

刈谷依佐美地区の第２期工業用地開発が始まります火

愛

　「ふくし」と言うと、「高齢者」「子育て」「子ども」「障害者」
「地域」など、様々な分野に及びますが、共通して大切なこと
を一言キーワードで表すとすれば、今日の講演テーマに
あった通り「つながり」ではないかと思います。否、この「地
域のつながり」というワード、福祉の分野だけでなく、防災や
防犯や子育て支援にとっても大切なワードだと思います。

 熊地区は公民館活動等、様々な行事を活発にされていま
す。こうした行事を通して地域のつながりが益々強まり、皆
さんが幸せを感じられる地域として発展されることをお祈
りしています。

地区ふくし連絡会主催による『つながりのある地
域づくりに役立つ講演会』に出席しました。
 

　講演は３部構成で、第１部は亀城小学校５年生のOさん。
夏休みの自由研究で「幸せについて」研究。その内容をパワ
ポイントを使って堂々と立派に話をされました。「自分の幸
せのコップが満たされていないと、他人の幸せのコップを
満たすのは難しい」の言葉が印象的でした。
 
　第２部は刈谷中央地域包括支援センターの皆様による

『地域包括支援
センターの活
動内容』と『認
知症支援につ
いて』の講話。
そして第３部は
参加者が４つの
テーブルに分
かれて地域ケア会議（グループミーティング）で皆さんの声
を出し合いました。

主な事業
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2.6
タートアップの祭典「ＴｅｃｈＧＡＬＡ Ｊａｐａｎｅ２０２
５」に伺いました。これは、愛知県や名古屋市、大
学、企業が連携して開催するテクノロジーの祭

典です。
 
　今年のテーマは「未来を創るテクノロジーと社会」。生成
ＡＩ、ロボティクス、宇宙開発、再生可能エネルギー、メタ
バース、バイオテクノロジーなど、多岐にわたる分野の展示
やセッションが企画されています。４日～５日は名古屋市の
中日ビルを中心とした栄地区において、そして本日は鶴舞
のＳＴＡＴＩＯＮ Ａｉを会場にして開催されました。
 
　会場までの交通手段は名古屋駅前スパイラルタワーか
ら自動運転のレベル２での実証実験をしている「あいち自
動運転シャトル」を利用しました。
 
　先日、桑名市での自動運転実証実験に乗車した時は小型

バスによる郊外での
運行、最高速度は３５
Ｋｍという設定でした
が、今回は交通量の
多い名古屋市内で最
高速度は４９Ｋｍまで
出ていました。但し、

スタートアップの祭典に参加　イノベーションを起こすキーワードは「予期せぬ幸運な出会い」木
道路工事をしている
場所や高速道路の降
り口付近では運転手
が「介入」していまし
たから、レベル４での
運行までにはまだま
だ課題があるように
思いました。そして何より、自動運転とは言っても万が一に
備えて運転手がいるかどうかは、安心感の点で大きな差が
あります。運転者がいなくても、この「安心感」を如何に感じ
て貰えるかが次のステップに向けての課題だと思います。
 
　そして会場に入ると歩くことも苦労するほど大勢の人で
賑わっていました。しかもそれらの人々の新しいことに挑戦
をするという熱気で溢れていました。イノベーションを起こ
すキーワードは「セレンディピティ（予期せぬ幸運な出会
い）」だと言われていますが、正にＳＴＡＴＩＯＮ　Ａｉはセレン
ディピティを起こすチャンスが山盛りの空間だと思います。
 
　ＴｅｃｈＧＡＬＡ Ｊａｐａｎｅ２０２５の開催により、参加者の皆さ
んが新しい技術や知識を得ることにより、オープンイノ
ベーションや新しい何かを生み出したり、加速するきっかけ
や起爆剤になることを期待しています。

ス

2.17
日から３月２４日（月）まで３６日間の会期で２月定
例愛知県議会が開会しました。
 

　大村知事による議案の提案説明は文字数２５０００字、Ａ４
の紙で４７ページ、１時間を超える演説です。
 

２０２５年度の当初予算は
一般会計 ２兆９,４１３億余円
特別会計 １兆２,６８２億余円
企業会計 ２,３４９億余円
合わせて４兆４，４４４億余円となります。このうち、一般会計の
予算規模は、２０２４年度当初予算に対し１０５．２％となります。

２月定例愛知県議会　２０２５年当初予算は『Ｍａｋｅ Ａｉｃｈｉ Ｇｒｅａｔ』予算月

今

◎「ＡＰＭネコバス」の運行や公園北側駐車場整備などジ
ブリパーク関連の公園整備
◎ジブリパークを核とした周遊観光の促進
◎愛知万博２０周年記念事業「愛・地球博２０祭」の開催
◎ＰＦＩ手法による「ＳＴＡＴＩＯＮ Ａｉ」の運営
◎「Ｓｕｓｈｉ Ｔｅｃｈ Ｔｏｋｙｏ２０２５」への出展
◎「ＳＴＡＴＩＯＮ Ａｉ」内での「あいち創業館」の運営
◎海外スタートアップ支援機関との連携推進
◎愛知のスタートアップ・エコシステムを世界に発信す
る「Ｔｅｃｈ ＧＡＬＡ Ｊａｐａｎ」の開催
◎イノベーションプロジェクト（農業・デジタルヘルス・環
境・モビリティ・スポーツ）の推進
◎「ＩＧアリーナ」の開業式典とオープニングイベントの
開催

◎「ＩＳＵグランプリファイナル国際フィギュアスケート競
技大会２０２５」の開催支援
◎東京ガールズコレクションと連携したファッション
ショー「あいち・なごやＦＡＳＨＩＯＮ ＤＡＹＳ」の開催
◎リニア中央新幹線の推進
◎中部国際空港の機能拡充
◎国際産業展示会の開催支援
◎「ツーリズムＥＸＰＯジャパン２０２５愛知・北陸中部」の開
催支援
◎矢作川流域上下水道一本化に向けた検討調査など
カーボンニュートラルの実現
◎大型水素ステーションの整備に向けた適地調査など
水素の社会実装の推進

◎「ラーケーションの日」の円滑な実施に向けた校務支
援人の配置など休み方改革の推進

◎市町村が行う柔軟な保育士配置への支援、３歳未満
児の保育料の無料化・軽減対象の第二子以降への拡
大など少子化対策の推進

◎公共ライドシェアの立上げ支援など人口問題対策の
推進

◎鉄道事業者が行う鉄道施設の耐震・浸水対策への支援
◎スタートアップを活用した市町村のまちづくりへの支援
◎自動運転の定期運行
◎「Ｗｏｒｌｄ Ｒｏｂｏｔ Ｓｕｍｍｉｔ ２０２５ ＡＩＣＨＩ」と「高校生ロ
ボットＳＩリーグ」の同時開催
◎産学官の共同研究活性化支援など次世代バッテリー
産業の支援

◎「産業競争力強化減税基金」を活用した産業振興と雇
用の維持・創出

◎中小企業のＢＣＰ策定支援
◎「あいち型産地パワーアップ事業費補助金」による農
業施設整備やスマート農業機械の導入支援

◎鳥インフルエンザや豚熱の感染防止対策の実施
◎ＰＲ効果の高いモデル的な施設の木造・木質化支援
◎漁業振興のための干潟・浅場の造成、貝類増殖場の
整備

◎中学校第１学年の３５人学級の実施
◎中高一貫校・フレキシブルハイスクール・夜間中学の
開校

◎児童生徒一人一台タブレット端末更新の支援
◎校内フリースクールに支援員を配置する市町村への
補助制度創設

◎教員業務支援員を配置する私立幼稚園への補助制
度創設

◎児童養護施設退所児童の自立支援、子ども食堂への
支援拡充

◎三河地区の一時保護所の移転整備
◎介護従事者の確保、介護施設等の整備推進
◎特別支援学校の整備
◎強度行動障害のある人と家族への支援体制整備
◎障害者グループホームの運営指導体制の強化
◎感染症まん延時に備えた県内医療機関が使用する個
人防護具の段階的な備蓄

◎ＭＤアンダーソンがんセンターとの連携、新がんセン
ター整備に向けたＰＦＩ導入準備
◎保護犬・保護猫の譲渡を推進する施設の基本構想調査
◎技能五輪全国大会・全国アビリンピックの開催、技能
五輪国際大会の開催準備

◎外国人材の確保支援

◎条例制定に向けた検討などカスタマーハラスメント
防止対策の推進

◎「あいち女性輝きカンパニー」のＰＲ
◎「愛知県ファミリーシップ宣誓制度」の普及啓発
◎オーストラリア・ビクトリア州、中国・江蘇省との友好提
携４５周年記念事業の実施

◎大阪・関西万博での愛知・名古屋の魅力発信
◎外国人児童生徒に対応する小中学校教員の配置拡充
◎大規模災害発生時に外国人被災者の情報を収集・共
有する仕組みの検討

◎国際芸術祭「あいち２０２５」の開催
◎「発酵食文化」の振興と魅力発信
◎愛知県基幹的広域防災拠点の整備推進
◎大規模地震に備えた被災者支援緊急パッケージの新設
◎ペット同行避難対策推進マニュアルの作成
◎ＡＩを活用した捜査システム導入
◎警察署の整備（半田、一宮、瀬戸、大府、稲沢、常滑）
◎ＥＶ・ＰＨＶ・ＦＣＶの導入支援
◎ＥＶ・ＰＨＶ・ＦＣＶを対象とした「自動車税種別割の課税
免除制度」の２年間延長

◎集合住宅等へのＥＶ・ＰＨＶの充電設備の導入支援
◎時習館高校での中高一貫校整備、豊橋工科高校での
夜間中学設置、御津あおば高校でのフレキシブルハ
イスクール設置など多様な学校づくりの推進
◎豊橋浄水場の整備や県営住宅の建替えなどでのＰＦＩ
方式の導入

◎重要文化財である愛知県本庁舎の銅板屋根の全面
ふき替え
◎アジア・アジアパラ競技大会の推進

1.28
桜町のスペースＡｑｕａで行われた刈谷市都心交
流エリア活性化協議会ワークショップに出席しま
した。

　市役所の方から『グリーンモール（刈谷駅北口～刈谷街
道踏切）の整備について』説明がありました。これはＪＲ刈谷
駅改良工事（愛知県も補助金を出しています）に伴う線路
用地の拡幅に伴い、道路の改良工事（刈谷市施行）とフェン
スの移設工事をするものです。

ＪＲ刈谷駅ホーム拡幅に関連して線路用地が北側に広がります火

南

【整備内容】
◎線路境界のフェンスを道路側（北側）へ移設
◎南側歩道をなくして、北側歩道が路線的につながるよう
に整備
◎車道・歩道の舗装の種類を変更
　車道　インターロッキング⇒通常のアスファルト
　歩道　インターロッキング⇒平板ブロック　　
◎歩道と車道の間にガードパイプを設置⇒景観に配慮し
た色と形のものを使用

【実施時期】
◎令和７年４月頃～令和７年７月頃
 
【交通規制】
◎工事は９時から１７時の間で規制を行い、それ以外の時
間は開放する
◎車道・・・通行止め
◎歩行者・・・工事中も通行できるように施工を進める

2.4
知県企業庁から「刈谷依佐美地区の第２期工業
用地」開発計画の概要が示されました。
 

◎所在地　刈谷市高須町及び半城土町地内
◎開発面積　２５．６ｈａ
◎分譲面積　１９．０ｈａ
◎事業期間　２０２４年度～２０３２年度（予定）
◎建築物等の用途　製造業を営む工場又はこれに関連す

る研究開発施設
◎今後の予定　２０２５年度　詳細決定
　　　　　　　２０２７年度　造成工事発注
　　　　　　　２０３２年度　造成工事完了予定
 
　尚、参考までに依佐美地区１期の概要は・・・
開発面積１４．９ｈａ（分譲面積１１．３ｈａ、全１１区画完売【８社】）
事業期間は２０１７年度～２０２１年度でした。

刈谷依佐美地区の第２期工業用地開発が始まります火

愛

　「ふくし」と言うと、「高齢者」「子育て」「子ども」「障害者」
「地域」など、様々な分野に及びますが、共通して大切なこと
を一言キーワードで表すとすれば、今日の講演テーマに
あった通り「つながり」ではないかと思います。否、この「地
域のつながり」というワード、福祉の分野だけでなく、防災や
防犯や子育て支援にとっても大切なワードだと思います。

 熊地区は公民館活動等、様々な行事を活発にされていま
す。こうした行事を通して地域のつながりが益々強まり、皆
さんが幸せを感じられる地域として発展されることをお祈
りしています。

地区ふくし連絡会主催による『つながりのある地
域づくりに役立つ講演会』に出席しました。
 

　講演は３部構成で、第１部は亀城小学校５年生のOさん。
夏休みの自由研究で「幸せについて」研究。その内容をパワ
ポイントを使って堂々と立派に話をされました。「自分の幸
せのコップが満たされていないと、他人の幸せのコップを
満たすのは難しい」の言葉が印象的でした。
 
　第２部は刈谷中央地域包括支援センターの皆様による

『地域包括支援
センターの活
動内容』と『認
知症支援につ
いて』の講話。
そして第３部は
参加者が４つの
テーブルに分
かれて地域ケア会議（グループミーティング）で皆さんの声
を出し合いました。

主な事業
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紙面の都合上、一部の内容しか掲載することが出
来ません。私のＨＰでは日記をほぼ毎日更新してい
ますのでぜひご覧下さい。

4

　「日記で綴る県政報告Ｖｏｌ．３１」をお届けします。今回
は様々な行事への出席など議員としての活動の一端を
紹介すると共に、２月定例愛知県議会の初日に上程さ
れた「令和７年度当初予算」の一部の項目を紹介しま
す。２月定例愛知県議会はそれ以降、代表質問・議案質
疑・委員会などが開催されましたが、それらの内容につ
いては紙面の都合上、次回発行の「県政報告Ｖｏｌ．３２」
でお知らせ致します。ぜひともご一読頂き、県政を少し
でも身近に感じて頂けたら幸いです。

日から３月２４日（月）まで３６日間の会期で２月定
例愛知県議会が開会しました。
 

　大村知事による議案の提案説明は文字数２５０００字、Ａ４
の紙で４７ページ、１時間を超える演説です。
 

◎「ＡＰＭネコバス」の運行や公園北側駐車場整備などジ
ブリパーク関連の公園整備
◎ジブリパークを核とした周遊観光の促進
◎愛知万博２０周年記念事業「愛・地球博２０祭」の開催
◎ＰＦＩ手法による「ＳＴＡＴＩＯＮ Ａｉ」の運営
◎「Ｓｕｓｈｉ Ｔｅｃｈ Ｔｏｋｙｏ２０２５」への出展
◎「ＳＴＡＴＩＯＮ Ａｉ」内での「あいち創業館」の運営
◎海外スタートアップ支援機関との連携推進
◎愛知のスタートアップ・エコシステムを世界に発信す
る「Ｔｅｃｈ ＧＡＬＡ Ｊａｐａｎ」の開催
◎イノベーションプロジェクト（農業・デジタルヘルス・環
境・モビリティ・スポーツ）の推進

◎「ＩＧアリーナ」の開業式典とオープニングイベントの
開催

◎「ＩＳＵグランプリファイナル国際フィギュアスケート競
技大会２０２５」の開催支援

◎東京ガールズコレクションと連携したファッション
ショー「あいち・なごやＦＡＳＨＩＯＮ ＤＡＹＳ」の開催
◎リニア中央新幹線の推進
◎中部国際空港の機能拡充
◎国際産業展示会の開催支援
◎「ツーリズムＥＸＰＯジャパン２０２５愛知・北陸中部」の開
催支援

◎矢作川流域上下水道一本化に向けた検討調査など
カーボンニュートラルの実現
◎大型水素ステーションの整備に向けた適地調査など
水素の社会実装の推進

◎「ラーケーションの日」の円滑な実施に向けた校務支
援人の配置など休み方改革の推進
◎市町村が行う柔軟な保育士配置への支援、３歳未満
児の保育料の無料化・軽減対象の第二子以降への拡
大など少子化対策の推進
◎公共ライドシェアの立上げ支援など人口問題対策の
推進
◎鉄道事業者が行う鉄道施設の耐震・浸水対策への支援
◎スタートアップを活用した市町村のまちづくりへの支援
◎自動運転の定期運行
◎「Ｗｏｒｌｄ Ｒｏｂｏｔ Ｓｕｍｍｉｔ ２０２５ ＡＩＣＨＩ」と「高校生ロ
ボットＳＩリーグ」の同時開催
◎産学官の共同研究活性化支援など次世代バッテリー
産業の支援
◎「産業競争力強化減税基金」を活用した産業振興と雇
用の維持・創出
◎中小企業のＢＣＰ策定支援
◎「あいち型産地パワーアップ事業費補助金」による農
業施設整備やスマート農業機械の導入支援
◎鳥インフルエンザや豚熱の感染防止対策の実施
◎ＰＲ効果の高いモデル的な施設の木造・木質化支援
◎漁業振興のための干潟・浅場の造成、貝類増殖場の
整備
◎中学校第１学年の３５人学級の実施
◎中高一貫校・フレキシブルハイスクール・夜間中学の
開校
◎児童生徒一人一台タブレット端末更新の支援
◎校内フリースクールに支援員を配置する市町村への
補助制度創設
◎教員業務支援員を配置する私立幼稚園への補助制
度創設
◎児童養護施設退所児童の自立支援、子ども食堂への
支援拡充
◎三河地区の一時保護所の移転整備
◎介護従事者の確保、介護施設等の整備推進
◎特別支援学校の整備
◎強度行動障害のある人と家族への支援体制整備
◎障害者グループホームの運営指導体制の強化
◎感染症まん延時に備えた県内医療機関が使用する個
人防護具の段階的な備蓄
◎ＭＤアンダーソンがんセンターとの連携、新がんセン
ター整備に向けたＰＦＩ導入準備
◎保護犬・保護猫の譲渡を推進する施設の基本構想調査
◎技能五輪全国大会・全国アビリンピックの開催、技能
五輪国際大会の開催準備
◎外国人材の確保支援

◎条例制定に向けた検討などカスタマーハラスメント
防止対策の推進
◎「あいち女性輝きカンパニー」のＰＲ
◎「愛知県ファミリーシップ宣誓制度」の普及啓発
◎オーストラリア・ビクトリア州、中国・江蘇省との友好提
携４５周年記念事業の実施
◎大阪・関西万博での愛知・名古屋の魅力発信
◎外国人児童生徒に対応する小中学校教員の配置拡充
◎大規模災害発生時に外国人被災者の情報を収集・共
有する仕組みの検討
◎国際芸術祭「あいち２０２５」の開催
◎「発酵食文化」の振興と魅力発信
◎愛知県基幹的広域防災拠点の整備推進
◎大規模地震に備えた被災者支援緊急パッケージの新設
◎ペット同行避難対策推進マニュアルの作成
◎ＡＩを活用した捜査システム導入
◎警察署の整備（半田、一宮、瀬戸、大府、稲沢、常滑）
◎ＥＶ・ＰＨＶ・ＦＣＶの導入支援
◎ＥＶ・ＰＨＶ・ＦＣＶを対象とした「自動車税種別割の課税
免除制度」の２年間延長
◎集合住宅等へのＥＶ・ＰＨＶの充電設備の導入支援
◎時習館高校での中高一貫校整備、豊橋工科高校での
夜間中学設置、御津あおば高校でのフレキシブルハ
イスクール設置など多様な学校づくりの推進
◎豊橋浄水場の整備や県営住宅の建替えなどでのＰＦＩ
方式の導入
◎重要文化財である愛知県本庁舎の銅板屋根の全面
ふき替え
◎アジア・アジアパラ競技大会の推進
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1.17 刈谷警察署感謝状贈呈式　「自発的な行動が大切」金
和７年刈谷警察署感謝状贈呈式』に来賓として
出席しました。様々な分野で活躍された１００団
体と５６名の個人が受賞されました。

 
　「今日、１月１７日は阪神淡路大震災からちょうど３０年で
す。あの震災を機に国民の間でボランティアといった意識

『令 が芽生え１９９５年はボランティア元年とも呼ばれていま
す。ボランティアには自発的にといったニュアンスも含ま
れています。
 
　警察も市役所も交通安全対策・防犯対策・青少年の健
全育成対策をハード面・ソフト面様々取り組んでいます
が、一番大切なのはそういったことに対する市民の意識の
高まり、そしてその意識に裏付けられた自発的な行動では
ないでしょうか。
 
　その自発的な行動をそれぞれの地域・職場・団体でリー
ドしておられるのがここにお集りの皆様です。皆様の益々
のご活躍により、刈谷市が更に安全安心なまちになること
を祈念します。」・・・来賓としてこのような主旨で挨拶をさ
せて頂きました。

1.26 福祉・防犯・防災・子育て支援において「地域のつながり」を日
地区ふくし連絡会主催による『つながりのある地
域づくりに役立つ講演会』に出席しました。
 

　講演は３部構成で、第１部は亀城小学校５年生のOさん。
夏休みの自由研究で「幸せについて」研究。その内容をパワ
ポイントを使って堂々と立派に話をされました。「自分の幸
せのコップが満たされていないと、他人の幸せのコップを
満たすのは難しい」の言葉が印象的でした。
 
　第２部は刈谷中央地域包括支援センターの皆様による

熊 『地域包括支援
センターの活
動内容』と『認
知症支援につ
いて』の講話。
そして第３部は
参加者が４つの
テーブルに分
かれて地域ケア会議（グループミーティング）で皆さんの声
を出し合いました。

　アジア競技大会はアジア最大のスポーツの祭典で、４
５か国と地域が参加するオリンピックのアジア版といっ
たイメージの一大イベントです。

　大会期間はアジア競技大会が２０２６年９月１９日（土）
～１０月４日（日）までの１６日間。アジアパラ競技大会は２
０２６年１０月１８日（日）～１０月２４日（土）までの７日間で、
刈谷市では総合運動公園内施設が競技会場となり、
サッカー（競技）・バスケット（練習）・車いすラクビー（パ
ラ・競技＋練習）が開催されます。

　現在その大会において活躍頂くボランティアを募集
しています。一日からの活動もＯＫです。関心のある方
は「神谷まさひろ事務所０５６６－２３－０３４４」までお問
合せ下さい。

アジア競技大会・アジアパラ競技大会の
ボランティアを募集しています！


